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        ゴ ム の 高 周 波 加 硫 に つ い て
               (第1幸 艮～第2報)
         Vulcanization with High Frequency.1～II
 '      上 田 艀 男 ・辻 稲 壽 ・景 守 隆
         Shizuo Ueda, Fukuju Tsuji and Takaslエi Kagemori
                緒      言
 近年ゴムの高周波加硫が國内の方々で行われているが,私 達は從來の蒸氣加硫のもの と比較
して,性 質の優劣を種 々な黙から槍討して見 た,本 報告では,加 硫の均一性,耐 老化性,耐 油
性に就いて蓮べ る.
                加 硫 の 理 論
 誘電罷を高周波電ろ掌内においた場合,誘 電吸牧現象を生 じて,誘 電腱の温度は上昇する.之
に就いては,ウ アーグナeの 複合暦論 とディバ・fの双極子説が唱えられている.前 者は誘電艦
は電氣的性質の異 る微少部分のモザイク的な集査榿であると見て,そ の境界面に吸牧が現れる
とした.後 者は誘電罷 を構成す る双極分子が高尉波電界によb廻 椰する爲 に吸牧現象が起 ると
した.然 してこの際吸牧 される電力Wは 次式で表 わされる.
      、VこKfeE2tgo"
ここにfは 周波臨 ・は誘電率,1・]は電堅,tgδ は損失角, i{は 常敷である。
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 通常誘電罷は熱傳導率小なる爲,蒸 氣加熱等の場合は熱の内部 えの傳導がお そく,加 熱は不
均一 となる.誘 電吸牧によるとその鮎好都合で加熱は均一に行われる.
               賢       験
 畿振装置及び負荷回路は第
験は籾摺ロ・・ルに就いて實施   
                . δx8x3cm
ると吸牧妹部分的に行われ,    
は炭化 し,そ の他の部分は殆  
が出來 て失敗 した.こ の原困    2?OV
は試料の不均一の爲に一部のウアグナー吸牧が大 となり加熱 され る事 と,試 料中の室隙の爲 と
思われたので,充 分混練して試料の作製に注意したら成功 した,こ れの表面及び噺面のJES
硬度は76～78で 内外の枳違は殆 どなく,先 す均一繭に加硫 さされていると言つで よい.
 ロ'ル の加硫では,加 硫後 ロ'ル を旋盤で くりぬいて薄片をとり,外 側よ り第1巻 以下 とし
てダンベル型 によ リシヨツパー試験機で試験 した.こ の際第7雀 迄試片が とれたが,そ の結果
を蒸氣加硫の ものと比較 すると,第2～5巻 が最適加硫 に近 くそれより内部は過加硫である.
之 に反 して第1巻 が抗張力硬度がすつ と低下 し伸張率が高 くなつているのは,明 らかに加硫不
足を表わしているものと思わ        勧 醐 老化款5軌
れる・比較の蒸氣加硫のもの        一一 烈 舜
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  耐老化性を見るには,1箇 のnpル から2組 の試料をとつて普通試瞼 と老化試験(ギ ヤー式
老化試験機 による)に 供 し,前 同様第1春 以下 として蒸氣加硫の ものと比較 した.そ の結果は
第2圖 に都合によ り抗張力だけを示 した.Cは 蒸氣加硫である。老化前後の差は蒸氣加硫 に比
較 して,Aは 小 さくBは すつと大 きくなっているが,放 熱を充分防いで最適加硫が とれれば
蒸氣加硫 と同様かそれ以上の ものが得 られると思 う.
、
  耐油試験試料には12×12×0.3cmの 板欺試料を使つて,ゴ ムの一般,式瞼 と並行 して實施 した.
副1波 加硫蒸痕加硫共,種 々の條件で加硫したもの3種 宛を供試 したが,何 れ も加硫が進むに
 つれて重量及び艦債の増加率は減少 し,著 しい相違はない様であつた.
                結       論
  以上の簡軍不備な實験か ら糸μ論を出す事は困難であるが,加 硫物の性質は蒸氣加硫の もの と
大差ないものが得 られ る.而 して外部の放照を防げば相憎均一 に加硫 される事が豫想 される.
              (日召 和 24 年2 月 28 日 受 理)
        ベ ン ト ナ イ トの 膨 潤 に 關 す る 研 究
                  (第2報)
          Studies on the Swelling of Bentonite. II
            小 野 宗 三 郎 ・渡 邊 武 彦
             Sozaburo Ono and Takehiko Watanabe
 前報 に引綾 きベントナイ トに到する超音波の膨潤度増大効果が果 して具艦的 に如何 なるもの
かを説明し,叉 ベ ントナイ トの膨潤の本性 に鰯れる口的を以て實験 を進めた結果,及 び之 に基
づいて考察した ところを述べる.
 先づベン トナイ ト粉末を加熱虚理 したる時の攣化を考 えると,180℃ 位迄 に起 る脆水にょつ
ては膨潤度に殆ん ど影響が現われないか ら180℃ 迄に腕出する水は膨潤度に蘭 しては全 くの可
逆水 と考えられる.180～450℃ 迄 に脱水が起れば膨潤度は低下するが,何 等かの虜理 により水
 を再び附加する事が可能であ り,斯 くす る事により膨潤度 も恢復す る可能性がある.從 つて此
意味に於て180～450。C迄 に腕出する水は牛可逆水 と言える.次 に450～8000Cに 起 る腕水は結
晶構造を本質的に憂化せしめるもので,之 を失 えばベントナイ トの膨潤性は全 く無 くなる.故
 にこの温度範團にて脱出す る水は不可逆水 と武 える.ベ ン トナイ トの熱示差分析曲線に現 われ
 る第三の吸熱過程及び獲 ～1過程 に關 しては,膨 澗1こついては問題 とならぬか ら本ガ員にては考慮
 しない.
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